<研究論文>P. フレイレの「リテラシー」論における知識内容の構造 : 「意識化」と「対話」の統一に向けて by 谷川, とみ子
Title<研究論文>P. フレイレの「リテラシー」論における知識内容の構造 : 「意識化」と「対話」の統一に向けて
Author(s)谷川, とみ子








P.フ レイ レの 「リテ ラ シー」 論 に お け る知 識 内 容 の構造
「意識化」 と 「対話」 の統一に向けて
谷 川 とみ子
1,は じめに
「文字 を獲得す るとい うことは、文章 や単語や
音節 を 一一す なわ ち、 日常 の生活空間か ら切 り離
され た、無味乾燥 な対象を 一 暗記す ることで は
ない。それ は、創造 と再創造の態度、 また 自らの
置かれた状況のなか に確固 と した存在基 盤を構築
するための 自己変 革を意味す るのであ る」1。 これ
は、 ブラジルの教育学者 フ レイ レ(PauloFreire,
1921-1997)の 言葉 であ る。
フレイ レは、1960年 代以降、主 に発展途上国 に
おいて、文字 を学ぶ機会 を奪 われて きた成人 を対
象とす る 「リテ ラシー(識 字)」2教 育 のあり方を
問いつづ けて きた。 その 「リテ ラシー」論の特質
は、 冒頭 の言葉 に端的 に表われて いる。っ まり、
フレイ レは、単 に文字の読み書 きを意味 した従 来
の 「リテラシー」観を問いなお し、新たに学 習者
の 「自己変革」 を鍵 概念 とす る 「リテラシー」観
を提起 したのであ る。
それは、文字 を読 み書 きする とい うことに内在
する政治性 を顕在化 させる こと とな る。 フレイ レ
は、「リテラシー」が支配階級 によ る抑圧 の手 段
(支 配階級の価値 の再 生産)に 堕 す る危 険性 を鋭
く暴 き出 し、 そう した抑圧か らの 「解放」 を志 向
するよう、 新 たな 「リテ ラ シー」 教 育 の構築 を
試み る。 その取 り組 み は、 「変革 的 リテ ラ シー
(transformativeliteracy)」 や 「解放のための リ
テラシー(emancipatoryliteracy)」 とい う言葉
に結実 して い く。
なかで も、 フレイ レの 「リテ ラシー」論 にお い
て重要 な役割 を果 たすのは、 「意識 化(conscien-
tizagao;conscientization)」 とい う概念 で あ る。
「意識 化」 とは、学 習者 が 「現 実 の対象 化」 す な
わち 「世界にたい して距離を設定 し、世界と自覚
















































































また、成人識字率 は50%を 下回 る状況であった。
フレイレは、 こうした状況を生み出している要因
として、「抑圧者の不正や搾取、抑圧、暴力」の



































































の 「批判的共同探究者」 となることが重視 される
のである。





















め、学習者 は、文字 と現実世界との関係を十分 に
捉えることができず、機械的な暗記や反復とい う
方法に堕することとなる。そ して、単に教師か ら












































「意識化」とは、「沈黙の文化」 に閉 じ込め ら
れていた被抑圧者が、自らの置かれた状況を対象
化 し、さらにはその状況を変革す る主体として成







「リテラシー」 の教育を通 して獲得するに至 る。
まさにそのプロセス として 「意識化」 は位置づけ
られ るので ある。
なおフ レイ レは、「意識化」 を段 階論 的 に叙述
して いる。 それは、「非(半)能 動 的意 識(semi.
intransitive)」 か ら 「未 熟 な能 動 意 識(naive-
intransitive)」 へ、 そ して 「批判 的 な能 動意識
(critica1.transitive)」 へ と移行 す る、学 習者 の
意識変容 のプ ロセ スとして捉 え られ て い る'9。学
習者 は当初、認識領域 が限 られて お り、 「呪術的
言辞 のえ じき」 とな ってい るが、次第 に 「所与の
状況 において生ず る示 唆や問題 にたいす る認識 と
反応 の能力 を豊 かに し、他者 のみな らず世界 との
対話能力 を獲得 し広 げ るにつれて、 かれ らは能動
的 となる」2°。 そ して最終的 に 「批判的な能動意識1
の段 階に進展 す ると、 「問題解釈 の深 さ」「問題認
識 と分析 におけ る歪曲 と先 入観 を回避 しよ うとす
る努 力」 「自分で下 した結論 の吟味 と修 正」 など
を特徴 とす る主体 的契機を学 習者 は獲得 す るとい
うわ けであ るzi。
ただ し、 「非能動 的意識」 か ら 「批 判的 な能動
意識」 への移行 は、 自然 に起 こるというわけでは
ない。 フレイ レは、「批判的 な能 動 意識」 に向け
て踏 み出すため には、「大衆 操作 の危 険 を避 ける
ため に準 備 された[中 略]対 話的な教 育 プログラム
が必要 とな る」22こ とを強調 している。以 下で は・
そ うした 「対話」的な関係 にもとつ く 「リテラシー」
教育の方法論を検討す る。
② 「対話」 にもとつ く 「リテラ シー」教育
フ レイ レは、「対 話」 を 「人 間相 正五間 の水平的
関係」 に もとつ くものと して捉 え るg;{。それ は・
「真 の ことば」 「愛」「謙 譲」 「信頼」「希望」「批判
的思考」 を基盤 と して成立す る ものである。他方・
反 「対話」 においては、権力者 か ら被抑圧者へと
い う、一方的 で垂 直的な権力関係が生み 出されて
しま う。
そこで フ レイ レは、 「対話 」 的 な関係 に もとつ
く 「リテラ シー」教育 の方法論 を、 自 ら実践 に携
わるなか で民衆 とともに編 みだ してい く。以下・
その具体 的手順 を検討 してみよ う24。
一38一
第一・に、学 習の初 期の段 階においては、教育者
(調整者 と も呼ばれ る)と30人 程度 の学 習者 とが
「対話」 を交 わす。 こ こでは、 一人 ひ と りの参加
者が、 なぜ 自分は文字 を知 らない状況にあるのか、
何を学 びたいかなどについて話 し合 う。
第:に 、教 育者は、学習者 の生活現実 に深 く関
わる語彙 を集め、それ らのなかか ら特 に 日常生活
と切 り離す ことので きない語彙 を 「基本語」 ある
いは 「生成 語(generativewords)」 と して選 び
出す段階へ と移 る。 その際、 ポル トガル語 の音節
をすべ て学 ぶ ことが で きるよう配慮す る。 たとえ
ば、 ブラジルでの実践 においては、「スラム」 「土
地」「井戸」 「精糖L場 」 などの17語 が生 み出され
ている27Q
第 二三に、 それ らの 「生成語」が絵や写真、 スラ
イ ドなどに 「コー ド化(表 示)」 され る。 そ して、
それを見 なが ら学習者 と教育者 は 「対話」 を行 っ
てい く。 その際、 コー ド表示 され た ものは、学習
者と教育者 を媒介す る認識対象 と して機能す る。
具体的 に 「スラム」 という 「生成語」を例 にとる
と、 なぜ スラムが生 まれ るのか、 ど うすればそれ
を変えて い くことがで きるのかな どにつ いて両者
は 「対話」 を進 める。
その際、学習者の生
活 現実か ら生 み出され、
「生成 テーマ(genera-
tivethemes)」25と 呼
ばれ る内容 について も
議論 す る。 た とえば、
井戸 と人間が描 かれた
左 のよ うな絵26(学 習
者 の生活状況 を反映 し
ている もの)を 見 なが





























習者を導 くという啓蒙 ・操縦作用(権 威主義的な
側面)を 隠蔽 しているのではないかと批判される
ことともなる。
4.知 識 内容 の構造(内 容論)と の関わ り
(1)「 生成 テーマ」 「生成語」の特質
では、 フレイ レ自身 は、「意 識化 」 に内在 す る
とされ る啓蒙性 をどのよ うに捉えて いるのだろ う
か。 また、 それ を 「対話」 における教師 と生徒 と
の水平的 な関係 とどのよ うに統一 しようとするの
だ ろ うか。
ここで は、「生成 テーマ」 や 「生成 語」 が どの
よ うな特質 を もつ ものと して捉え られてい るのか
という点 をより詳細 に検討 し、 フ レイ レの 「リテ
ラシー」論 にお ける知識内容の構造 に迫 ることを
通 して、「意識化」 と 「対話」 の統 一 に関す る フ
レイ レ自身の考え方を明 らか にしてい きたい。
フ レイ レは、その 「リテ ラシー」論 において、
一39一
学習者を 「主体」として捉えることを重視 してき
た。そのため、 そこで学 ばれる 「生成テーマ」


















































































































義との弁証法的な関係の うえに 「教える」 という
行為を位置づけている。 それは、教育内容論にお
ける学習者 「参加」 という原理を くぐりぬけて、









者 「参加」の権利を保障 している。そ して、そこ
にこそ、「意識化」に内在 しが ちな啓蒙作用(権
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き た こ とが反 映 さ れ て い る。 と りわ け フ レ イ レ は、
民 衆 か ら発 せ られ た次 の よ うな 言 葉 が 最 も衝 撃 的 で
あ っ た と顧 み て い る。 「パ ウ ロ先 生 。 先 生 は ぼ くが ど
ん な と ころ にす ん で い るか 、 ご存 知 で す か。 ぼ く ら
のだ れ かの 家 を 訪 ね られ た こ とが あ り ます か」。 そ の
時 、 フ レイ レは、 ピア ジ ェ 理 論 を も と に子 ど も の 心
理 に つ いて 講 義 を して い た。 だ が 、 そ の 内 容 、 ま た
自分 の 態 度 が 、受 講 者 で あ る 民 衆 の 厳 しい 現 実 生 活
とは か け離 れ て い る こと を お も い知 ら さ れ た の で あ
る。
33Freire,P.,op.CIZ.,1994,p.69.(邦訳 、97頁)。
34山 ロ ア ンナ真 美 「政 策 立 案 者 と して の パ ウ ロ ・フ
レイ レ ー サ ンパ ウ ロ市 立 学 校 を つ くり変 え る 一 」













44た と え ば ア メ リカ 合 衆 国 で は、 ジ ル ー(H.A,
Giroux,1943-)、 マ セ ドー(D.Macedo,1950-)ら
が フ レイ レ理 論 の再 構 築 に 取 り組 ん で い る。 ま た 日
本 に お い て も、 夜 間 中学 校 な どで フ レイ レの 理 論 が
援 用 さ れ て い る。 小 沢 有 作 編 「識 字 を とお して 人 び
と はっ な が る』 明 石 書 店 、1991年 。
(博 士 後期 課 程)
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